
平成29年度の活動を振り返り、平成30年度に

むけて、新方針を決めるＮＰＯ元気会の〝総会〟

が、６月21日(木)18:00から、サンライフで開催と

決まりました。

先般、活動内容等を確認する理事会も終え、新事業であった、就労継続

支援作業所「さとみ」の運営も順調なことが報告され、スタッフ一同、一

層のヤル気を見せています。

年間相談件数430件、緊急保護20件、緊急貸付24件に加え、集え～る・

ひまわりや瀬戸の家活動など、広がりを見せています。

総会は堅苦しいものでなく、和気

あいあい型でやろうと思っています。

ぜひ、ご参加下さい。

本会は、2012年５月に結成され、同年９月12日にＮＰＯ法人の認証
を受けました。
活動の視点を、笠岡の元気を創る“まちおこし”とし、特に、①島、
②農村、③商店街、④干拓の活性化支援を行い、同時に社会的弱者
の方々の“さいごの砦”“駆け込み寺”として、会員のみなさん方
と力を合わせて、生活相談を強めていきたいと思います。

元気会 〒714-0085 笠岡市四番町3-20 ℡６３-０９１１ HP http://kasaoka-genkikai.com

（「元気会」の事務所は、笠岡グランドホテル正面です 気軽にお立ち寄りください）

笠岡諸島の活性に一役買おうと、真

鍋島を泳ぎ・走る、アクアスロン大

会を企画。現在、全国から40人の鉄

人選手が登録。地元まちづくり協議

会のボランティアとの交流も含め、

この日、真鍋島

は熱くなります。

笠岡駅前の居酒屋〝小松〟をお借り

し、就労継続支援Ｂ型さとみの分室

としてオープンしました。

里庄のさとみ拠点の利用者が20人を

超え、作業内容も多岐にわたること

から、駅前の一等地で利用者の方々

に、伸び伸びと活躍していただこう

というものです。ぜひ、立ち寄って

激励してやって下さい。

全国で76の申請があり、その中か

ら今年は13本が選定。笠岡諸島・

石のテーマは、全国で20位以内に

は入りましたが、残念。ここまで。

来年に向けて、さらに盛り上げて

いきましょう。

昨年６月に開設した〝さとみ〟

は、利用者８人で出発。８月に

12人となり、12月に17人。そし

て、丸一年を経て、現在25人の

利用者と、スタッフもビックリ

のにぎわいです。

みんな楽しく、

仲良く、信じられ

ないほど、和気あい

あいです。各地でＡ型作業所等

の問題が出ていますが、

〝さとみ〟の現状は、

こんな特徴が利用者の笑顔をつ

くっているようです。



犯罪や非行をした人の立ち

直り、社会復帰を支援し、

社会の中で見守り、支えて

いく。これが更生保護です。

笠岡にも多くの

ボランティアが

活動されて

います。

目が見えなくて耳が聞こえ

ない人のことを盲ろう者と

いいます。盲ろうの方たち

は、指で触れあい、社会の

中でつながっています。そ

の人たちを応援する団体が

笠岡にあります。手引きの

会です。活動を続けて20年。

総結集のための映画です。

この日は、

普段より

チョッピリ

人の波多し。

元気会さとみチームも

大活躍♪

島は一つ、心は一つ。

笠岡遺産の島の波。

この日、笠岡諸島は

熱く交流しました。


